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透明化ソリューションとは、エンターテインメントや建築空間において、これまで「見えてし
まっていたもの」を視覚的に消去、あるいは存在感を軽減するためのアプローチ。

弊社は現在OLED・光ファイバ・e-ink等の活用により、ディスプレイや洋服等に物体の背景の
映像を投影することで、その物体を疑似的に透明化する研究を行っている。
建築における柱や構造物、展示・舞台演出における物理的制約、視線や存在感によって生まれ
る空間の分断を、透明化や擬態によって再定義する。

現時点において、透明化・擬態技術は研究レベルでは実現可能である一方、以下のような課題
を抱えている。
・対象が限定的であり、現在は1〜2人規模、もしくは小型物体への適用に留まっている
・コスト・耐久性・設置性の観点から、量産・常設利用に課題がある
・「面白い」「すごい」に留まり、明確な導入動機（ニーズ）や継続的なキャッシュポイン
ト　
　　が見えにくい
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代表取締役

背景画像投影前

投影面

背景画像投影後
アイトラッキングによりユーザーの視点位置を推定し、その視線
に最適化した平面画像をリアルタイムに投影することで、物体が
視界から消えたように見える疑似的な透明化効果を実現する。

防衛・セキュリティ分野
ドローンや無人機、装備品の視認性を低下させる擬態・迷彩用途に使用し、視覚的発見を遅ら
せ、監視・防御・回避能力の向上に寄与
防犯・監視分野
監視カメラやセンサーを周囲環境に擬態させることで、破壊・妨害リスクを低減
建築・空間デザイン分野
柱や設備などの存在感を抑え、空間の連続性・没入感を向上し、展示会、商業施設、ミュージア
ム、舞台演出における新しい視線設計
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